
高レベル放射性廃棄物の地層処分におけるモニタリングに関する検討項目について
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１．はじめに

　地層処分事業におけるモニタリングは、処分場計画の

さまざまな段階を問題なく完了するために欠かせない情

報をもたらし、そうすることにより放射性廃棄物処分の

主要目的である長期的安全性の信頼性を強めるものとさ

れている*1。また、モニタリングは処分場建設前の地質

環境ベースライン情報の把握のためなど、サイト調査段

階から開始される＊1ことが想定される。

本研究では、以上の状況をふまえ、モニタリングに関

し考慮すべき項目の抽出と分析を行い、モニタリング計

画を検討するための考え方を整理した。

２．モニタリング計画に向けた体系化の試み

（１）モニタリングにかかわる検討項目

我が国の安全確保原則では、地層処分の安全性は、サ

イト選定、工学的対策による長期的安全確保対策と、そ

の安全確保対策の妥当性を安全評価等による安全確認に

より確保されることとしている＊2。この安全確保原則に

示されているサイト選定、工学的対策とその確認行為の

全てに対し、モニタリングは有益な情報を提供する手段

の一つと考えられる。これより、モニタリング計画を検

討する場合には、多岐に渡る項目について考慮する必要

があることが分かる。筆者らの研究においても、考慮す

べき事項として、表-1に示す項目を抽出し、個別に検討

を加えた。

（２）モニタリングの目的

 　モニタリングの検討に当たっては、まず、モニタリン

グ目的を検討する必要がある。目的検討の重要性は、「何

のために用いるか（目的）」により、モニタリングすべき

対象、方法・頻度(空間的・時間的)、精度、期間、結果

の解釈方法などが影響を受ける。そのため、筆者らは表

-2 に示すように 15 の目的を抽出し、それぞれの目的と

モニタリング行為の関係について検討を加えた。

（３）モニタリング対象の時間的、空間的変動

　時間の経過に伴う天然バリア性状の変動と人工バリア

の性状の変化を考慮する必要がある(図-1)。
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表-2　モニタリング目的の分類
グ対象は天然バリア、人工バリアと幅広く、

の挙動は時間的・空間的に変動する。また、

ラインは処分場建設による天然バリアへの

るために必要であり、人工バリアの時間的

は、人工バリア設置後から把握する必要が

の対象に対しては、時間的、空間的な変遷

考慮してモニタリング対象箇所や頻度を考

ある。また、対象に対する不確実性の度合

間的、時間的な取り扱いが変わり得る。例

の蓄積が未整備で、現象に対する理解が十

には、モニタリング行為などによりその現

要となるが、その現象に対してある程度の

確信を持って評価する体系ができあがれば、

モニタリングしていた行為は、時間的間隔

行為や間接的な測定行為により確認するこ

ると想定される。これは、モニタリング行
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為が品質管理体系に取り込まれた例である。

また、空間的に対象岩体の挙動が一定の広がりをもっ

て均一と評価される場合には、その岩体を代表する地点

でのモニタリング行為により、他の場所は代替され得る。

（４）処分事業の展開・試験施設の取り扱い

試験施設(本研究では、”実廃棄体を用いた各種の試験

や実証を行う、処分施設に隣接したエリア”と定義した)

を、どのように取り扱うかにより処分事業の展開に大き

な影響を与える。例えばスイス EKRAで示されている長

期監視付深地層処分(KGL)では、モニタリングと管理は

主に試験施設で行われ、主施設では可能な範囲で実施さ

れる(図-2) ＊3。つまり、主施設でのモニタリングは軽減

される可能性を示している。また、スウェーデン、SKB

のコンセプトでは＊4、まず、総廃棄物量の 10%の廃棄体

を定置した時点で、処分の妥当性について確認を行い、

次の段階へ進めるための判断が行われる。このときに廃

棄体を取り出して確認することも考えられている。これ

らのことからも分かるように、試験施設の用い方により、

得られる情報の質、量や情報を得る方法が違い、ひいて

は処分事業の進め方にも影響されることを示している。

３．モニタリング計画にかかわる技術的課題

（１）ベースラインと擾乱の把握

処分施設を建設し、操業することにより、天然バリア

には擾乱を与えることとなるが、この擾乱は処分場が建

設されなかった場合のベースラインからの乖離を意味す

る。モニタリングではこの乖離を把握する上でベースラ

インの把握が重要となる。しかし、擾乱を与えずにベー

スラインを把握するには困難がある。技術的課題として、

擾乱を極力与えないモニタリング手法および擾乱を考慮

した評価手法の開発がある。

（２）モニタリング結果の解釈と活用

モニタリング結果を、その目的によりどのように解釈

するかには多くの課題を含んでいる。例えば、ある物理

現象を捉え、そのデータより処分の長期安全性を検討す

る場合、データが取られた時間長さと局所的な位置から

のデータを解釈して長期安全性の確認に資するためには、

多くの解釈とその解釈を支える他のデータが必要とされ、

これらを含めた評価体系の構築が必要である。

４．まとめ

　本論文ではモニタリングに関し検討が必要な項目とそ

の項目に対する分析を試みた結果について述べると共に、

技術的課題について示した。今後は目的に応じた具体的

なモニタリング対象の抽出と、その対象に対するモニタ

リングデータの解釈および解釈結果の活用方法について

検討を行うことにより、我が国における地層処分事業の

展開に寄与することを目指すものである。なお、本報告

は「高レベル放射性廃棄物処分事業推進調査／経済産業

省」の成果の一部である。
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図-１　モニタリング対象の時間的変動例(天然バリア)

注；各処分事業の展開の時間スケールは正確でない。
ＧＥＬ及びＫＧＬはＥＫＲＡ*3の報告書に示された表現で、それぞれ「深地層処分場」、「長期監視機能付深地層処分場」。
KGL※は、EKRA文章中の説明を元に作成した。
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図-2 処分事業段階と試験施設の位置付け
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